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 あなたには，大好きなふる里がありますか。私には，緑の木々と青い海に囲

まれた自然豊かな大好きなふる里があります。私のふる里は，過去に公害とい

う大きな被害をうけた水俣です。その水俣病で患者はもちろん，そうでない人

も長い間差別をうけてきました。 

 父が幼い頃，まだ水俣病の原因が究明されておらず，水俣病はうつると言わ

れていました。列車が水俣の駅につくと，窓をしめ，手で口をおおった人もい

ました。修学旅行に行くと，同じ宿舎になった学校から苦情を言われたことも

ありました。水俣出身ということで結婚を断られた人や就職試験をうけること

さえできなかった人もいました。水俣に住んでいることをかくして，隠れるよ

うにひっそり暮らしていた人もいました。また，同じ水俣に住む人でさえ奇病

と呼び，距離をおきました。そのことで，たくさんの人々が傷つきあってきた

のです。いろいろな立場の人々がせまい土地に住んでいるのですから，仕方が

なかったのかもしれません。 

 しかし，今では原因も究明され，海の安全も確認されたことで，そのような

ことはほとんどなくなりました。私たちは過去のことを忘れるくらい，楽しく

すごしています。 

 私は今，八代の中学校に通っています。私は自分が水俣出身ということを隠

すこともありません。友だちもまた，そのことを知っていますが，からかった

りいじめたりする人は誰一人いません。 

 しかし，先日，水俣の中学校のサッカー部が練習試合中に，相手チームの選

手から 

「さわるな，水俣病がうつる。」 

と言われたという記事が新聞にのっていました。今でも，こういう風に思って

いる人がいるのかと思うと残念で仕方ありません。何気なく言った一言だった

のかもしれませんが，その一言は，私たち水俣に住む者にとって，非常に悔し

く悲しいものでした。 

 小学校の総合的な学習の時間で水俣病について学習しました。原因となった



 

会社を訪問したり，患者の方から当時の話をきいたり交流も行いました。そん

な中で，苦労されたり，何も言えずに黙って亡くなった人のことを知り，水俣

に住んでいながら何も知らなかったことをはずかしく思いました。水俣病につ

いて，しっかり学び正しい知識を得ることが差別や偏見をなくすのだと気付き

ました。 

 中学校の道徳の時間では，ハンセン病について学習しました。これも水俣病

同様，正しい知識がなかったためにおきた，悲しく悔しい悲劇でした。 

 私たちが差別や偏見をなくすためにできること，それは，その人，その出来

事についてしっかり知ること，知ろうと努力すること，正しい知識を深めるた

めに学習することではないかと思います。そうすれば，水俣病やハンセン病の

ように，むやみに人と人とが傷つけあったり，憎しみあったりすることはなく

なるのではないでしょうか。 

 先日，テレビで水俣のダイバーが紹介されました。その人は，本当はほこり

たい水俣を心の中にじっとしまいこみ，誰にも言えず，何年もの間，生きてき

た人でした。しかし，水俣の地にもどり，自分は，このすばらしい美しいふる

里を紹介したいと海にもぐり，写真をとり続けておられるそうです。心に差別

という，深い傷を負いながら，水俣の再生を皆に知らせたいと頑張る人がいる

ことに感動しました。 

 今，水俣はごみの分別，リサイクル事業など市民全員で環境にやさしい町づ

くりをすすめています。私は，差別や偏見から立ちなおり，再生しようと環境

問題に一生懸命とりくんでいるふる里，水俣をほこりに思っています。 

 水俣では運動会等，多くの行事で「水俣ハイヤ節」というものが踊られます。

これは，水俣病の患者の方が水俣の青い海と豊漁を願って振りつけをされた踊

りだそうです。私たちと同じ思いをする人が二度とでないことを祈りながら，

私たちは毎年皆でこの踊りを踊ります。 

 水俣の悲しい過去を変えることはできませんが，私は，あやまちを二度とく

りかえさないために，この美しい自然を守り，真実を語り継いでいきたいです。

そして，差別や偏見のない社会になるよう，自分から努力していきたいと思い

ます。 


